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近着文献紹介

V. V. Ramanatlham, T/1(, m11trol o(j,1ヽhl• (． I CJItrrJ)ri;(99ヽ ill Imll(1, Boml)ay, A斗 ll’ul ], 
l lousc, l !-l(i4, 3(）4 p. I 

息

柑れは Osmania火'[':（l ly]lcral叫） 0）商学部l:でィ，

ドの公企業経貨間題の研究ではすくれた業禎をもっ,, I,.:. 

とえば， TIi(？，ヽtrl9(‘tt1/t'0ff'“bliC (’JIhrpri,、ein India 

(Bomhay, 1%1), ]'ricing, labo1げ、IJul(:/ji(I•('Jl(y iil tlu? 

inihli(A('(tor (l ly(1craI);I(1, 1 962)，1 ̀／U'．fiIIヽIII(｛’.Iqf l){{b-

liC CJItcrJ)J•is•(',\ (Bombay, 1%:1)など。

この研究 1よ（ンド政府,;\-1由 i 委員会(})』i泊 I 口;".,.ク l•

としてなされたも(})で，公介業紆賞の規制方法に間する

叫舌的かつ分析的凋査報作（あるし，公企業の公的叫iljU)

111,1りと規制制度に影響と及はす，ぷ要囚(!)講代， J見tid)規

;|iij b l）；の形態と内容の検ふ公共企幻籾；規制を法的l．見

制，政1{、1U)直抜規制，公的機関による間核規制に分itて

そ4しぐれの機能砂＇ f.儀 5け，最後に規：IIij}J I)、と＇員的内容

（］）改ij’§り策を示し，そし＇）にめに片―| ••の行政［；の新措置と

とるよう勧店して＼、る

淵査対象には特応法律に悩．5<公企菜（｛ヽ ，省Ii↑'．げIIU)

公tt， イン 1［国1．法に加づく政府会社，お上び―i『「.0)省

) rが含まれ， ケース・スクディにはとくに Andhral'ra-

desh State Road Transport Corporation, Andhra 

Pradesh State Electricity Board, Hindustan Shipyard 

LKl，が選ばれている。 （I↓1:11) 

i ]． B. (_`ondliife, TIU’9lm9('lojJl/101/ 91/̀ 4 1 {{．ヽlI (ll191, 
London, Collicr-Macmillan LKl.，．1964, 2914p. I 

l963年， StanfordResearch Instituteがオースト il) 

アの全体的な経済開発の促進を、意図して，綿密なデータ

の集積と分折の上に調査・研究を行なった詐細な報告戟。

SRIはスタンフォード大学や財料：L業界の指導者たち

の協力のもとに， 1946年に削設された独立の非岱利機関

で，この凋査・ TiJ¥究を実施するにあた.)-c Australian 

Development Research Foundationの援助を受け，経

済学者，地球化学者，工業技術者など多岐の分野からス

タッフを集めてまとめあげた。著1'i・ lk J. B. Condiffe 

は現在， SRlの工業経済部の経済導門調査員として 1959

図 i| ：資料 1,9,1•|;

り．以来活耀 Lてし、心

第 1硲のI’f論以 Iヽ．，糾溢と糾J店，人''(})削）Jll, 移i1 1,1 

仙i, 人柏．促連の1投望， hlilliの過密化，鉱物採掘，イi油，

水と＇屯力，製造工業製品輸出概観，輸出市場と国際収

文，運輸，資本の動員，技術と企業全国1開発，il測，応

Jill,）I究体制の16章で構成され，谷末には付録として，地

域llfl発，鉱物資源，勅））資源，農業開発，，1,~1i, 水資illiU)

li./，の間題が取り扱われている Q

こり，J恥査の山lりは}'f論で述べてし、るように Iォースト

フリア (i)未間発地域に人hiiできるかどうかと凋丘するこ

と，こ(/)11J能性を確実に実現できるような，；l両の作成を

捉がする」ことである，オーストラリア 0)開発を十分に

遂行できるか西かの間題は， 1！威やアメリカでは拉らえ

な＼、こー＇）の山 iをi！いているために致命的である u それば

砂水準を 1iする技術—行の相対的なイ迅と 1ム大な囚上に対

する過いの人IIとし・うアンバランスの間題である． そし

てこの間題解決のIIj能性を結論的に明示し，それは第 1

にはl甘民の政志の問題，第 2には調査・研究休制の性急

な確立に依るものだと規定している。もっとも重要な11¥l

遅として全国開発協議会(NationalDevelopment Coun-

cil) が小1•1 ・連邦政府の閑発，寸画に関連して調査・勧；りし

うる諮I闊機関として常成的に設置さるべきであると紺J店

してし、ンら （に場）

l Shriman NarayaII, S()(•Iulism m IndiaIl i)luIl-［ 

“ing, Bombay, Asia l’ub. IIousc, 1964, 185p. i 
IY55年のアヴァディー大会でインド国民会議派が「社：

会主義型社会」を ij標とする決議を採択してから， 1964

年のブーバネシワール大会での「民主社会主義」の決議ま

で， インドの政権担当者はその政策指溝原理として「仕

会j：義」を標榜しつづけている。このインドの「社会上

義 1 とは何か，について著者は全体土義的共産土義でも

なければ完全な貨本主義制度でもなく，議会民主上義に

基づく社会主義社会の実現であるとする。これがより具

体的にインドの経済計画のなかでいかに想定されている

か，については生産性と効率の向上，分配の平等化，機

会均等，国民的社会的結合，非同盟と世界平和，凋発，:1・

I I 7 
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圃の実施なと叫闊題との関連で辿べる）麟，倫Cは， イン

ド的tl：会上義に対する失望ないしは悲観論を否出し―‘―,

その特恨は他IIl(/）社姦的経済的発／1rlのすくれた、れを吸収

し， Injl1かにインドの1：屯と伝統的文化的遺外に恨さすも

()）であり， 古し、ものと新しし、もの，科＇、 tと布'ihll，物質的

進歩と倫則的1り胆との総合であるとし、，）．付録には1958

｛卜発表の故ネルーの卜［会」義に対する「J,¥;本的アプ'11-

チ」と題する，，；；；；文， 1956りのインド政府Iー光業政策決議，

J•1•IHI••編委員会報位の抜すし、（インドの統・），池）戎憔1 発の

オ＇i干指標 l|l央政I｛祈I:業プロン、 E クト())地域＇ふ {ii, 1(）64 

年 1月のIり上（会滋脈年次大会())「社会］ぶ式：l-(」． i義」

に関する決議，甚誌がある，＂

祈行は,r,:名なが一シ戸ィイストで111年は，9|両委且会())

農棠担‘fiメンバーとして来 IIした。現在はその地位をム：

り，駐ネバール大使し）はかにガーンディー上義，インド

礼会上義にIU-1する論竹：も多い， （i兵II) 
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アメリカては， 195(M|・にラナン・ (II} -J1{1)1究の促進

のために， アメリカ学会協毅会と礼会科学協議会が協力

してラテン・アメ 1))JhJI究共詞委員会 (JointCommitl瓜

on Latin American、Studies)を設悩しにeこの共Inj委員

会ぱフォード財団なとの貨金援助を受けて，フテン・ J'

メリカ研究の総合的学会，研究会議と上iti＇＿している，

19631l. ・ l Jl :i(1 1_l ~ 2) j 2 l iには，アリゾHl・Iり） ＜コッツ

テールで， “Continuityand Change in Latin America'• 

と題するh)|、先集会が間かれ，その成果かここにまとめら

れて，，‘る

ここでは，文化人類'i：・行，紆済学者．、政治＇）：鳳者，礼会

'..、t者，歴史学者等々，それぞれのラテン・アメリカ・スヘシ

｝，リストがiま＇，て，ラテン・アメリカで J見在進行し')

つある変革を，その上沐行に焦点をあててとらえている。

軍隊の社会的役割についての研究を発火している編者

John J. Johnsonが序論を執筆し，文化人類学（プラジ

ル）の CharlesWagleyが「股民」， liiJじく文化人設学

（中米，アンデス）の Richan]N. Adamsが「農村労働

者」を，文学（プラジル）の FredP. Ellisonがり名什

家 I, 音楽学行の Cill,ertChaseが「芸術求I,歴史学'.if)

Lyle N. McAlisterが「点隊」，経済学の W.Paul Str-

assmanが「工業家」，社会学の FrankBonillaが「都

市労働者），行政'‘‘,:(ゲマ アナマラ）の K.IL Si lvertが

「大学学生」を分担報告している u U-じ8章とはやや視

角を尖えて，ラテン・アメリカと IJ本の社会疫動を， l I 

本 の部I.|i・農村の専1"J‘米である 1<．P.l)oreが比較検μ‘t

するいこのように， 「＇菱革の上休行」に l|i心をおしヅこン

ン，J:ジウムは現代ラテン・アメリカの特役に，伝統的な

学1/il分野1/))j法とは毀な，）た照IJJとあててし、る，（小」）ん）
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|
 1'l 1) ・/)の社会科学協会比較政Ifi委は会が外1且， とく

に低1}l・，1発囚の政治の研究・調査を促進する必要上，調鉦

}」1去の指針戟を作成した。 H本の政治と研究している

Robert E. Wardが国論」と「調査環境」，［現地瀾鉦

における共通間遁Ii,マラヤならびにビルマの研究者

である Lucian¥V. ]'yeが「新興国地域一一凋査の間題

ぶ¥| ～{e， インド(})政党，フレシュアグループの研究行と

して1i名な Myron¥Veim・rが「政沿インタじュ一方法l

を方担執筆して 1̀‘ 心，ナイジェリアのナショナリズム研

兜から，熱帯アフリカの政治泊動の一般的特質をとらえ

ようとしてし、る JamesS. Colemanが「文献凋直」を，

各地で lit論調査・態／虻調丘を実施した FrankBonillaが

1,J月牡技術jを担‘1,1し， t］会学の Robert11. llymanか

1, ，II伍デ•圧イン」を分担執憎してし、る。

谷4くに，新興国における資料調査嵐改（図翡餡，研究

）祈，文翡館），西欧およびアメリカにおける新興国関係磯

闊新興囚における新聞，関係内；誌の内誌を収めており

使利てある u (l| l村）
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叩 1)年から1961年よでの時期にr1Jh・発表とれにガー

噂係文献の目録であな 19:32年に A.W. Cardinal]が

編さんした .-1bibliography of the Gold Coastが1931

年センサス報告の補遺として刊行されたが，このたびの

新杵はこれを承継するものである。弔行甚は包括的に収

録しているが，雑誌論文は，上要関係専門誌(57誌）に発

Kされたもののみを収めていな政府出版物は，在末に

ゴールド・コースト ガーナ，イギリス本国と刊行機関

別に分けて収めている。総点数2608点。

分類は参考苔（内誌，年鑑，新聞，雑誌等々），地質

学、，柏物学，民族学といった学門分野別の分類に， ココ

I I8 
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ァ，ヴォルタ河開発計画などガーナの特殊条件を生かし

た主題分類をかみあわせている， （中村）

I喜T｛ご言三3CHk]a3A誓；Bりぞ:e| 
1961年にソ述で発表されたアジア・アフリカ関係のロ

シア語文献（翻訳も含む）を網羅的に収録したビブリオ

ゲラフィーつりt行本，雑誌論文，バンフレ ‘J 卜， •9!｝ if な

ど約:-1400タイトルを収録する，配列は地域， 1叶， i題の

順）ドで行なわれてし、な

ソ連におけるアン‘ア・アフリカ研究は，最近ピみに1I,忙

んとなっており， 1ij：年ぼう大な数の研究が発長されてい

るC 本甚は年刊で，今後も紬けて「lj行されると思われる

0)で． これらの研究ヘアプローチする 1、，リー Iレどして使

用するのに便利である t9

また，本］り功ふソ連のアジア・アフリカ研究の領向を

あろ程度把梶することが"j能である c たとえば，収録・ダ

イトル数から， インド・中国をり］とすれif, | i才ミ・イラ

ン・トルコとし‘った隣採諸田が市視されて＼ る`ことが，嘉

みどオしよう，' （村野）

l Dennis Austin,I'oliti('s iil Challa, 1946~ 1960, 
London, （）xfonl lTnivcrsity Prcsヽ、 196 1, 459p. l 

界者は1949年から10年間，ガーナ大学の前身 lJnivcr-

sity College of the Gold Coaヽtて教鞍をとり．すてに

1%7年に独立1.1と剪連邦の関係を倫した＼V9'stAI’ri(（／ 

9/1ul thr (9()/// //If!//籾 ('(Ilthを出版してし、る

｛ギリス人で， しかも独立前からこの地域の間題に；t
しい著者によれば，ガーナはその国士の大きさ，窪0)悲

かさ，交通・通信の発達，教育の普及などからみて， 191

治独立への移行は比較的容易に行なわれると一般的に

予想されていたようであろ。しかし， 1948年の媒動はそ

れtでガーナがi替在的に持って＼、た問題を顕1r化し，柏

民地政府と民族運動指導行どの間の矛円の激化、](族連

動内部の分裂をもたらした，9

このような予想外の事態の発展をたどり，その政治的

諸要因を明らかにすることを本苫の日的の一つとしてい

る若者は，第 1章において，まずこの分裂の要円として，

ーけでは残存する植民地i義とこれに結びつし、た古＼惰¥1

族制度（族長やかれをとりまく限られた知識人）と書他

方これに対し，新たに台頭した勢力（小学校教脊をうけ，

第 2次批界大戦参加によ＇，てその視野を広けた多数の青

年たち）との対立を指摘している。後者はエンクルマの

下に会議人民党 (Cp P)を結成(1949)，ゴールド・コ

ースト統一会談(UGCC)の「できるだけ早く独立を」

という 7、ローガンに対抗して「即時独立」という急進的

な要求をかかげて戦った。その後エンクルマの権力掌抑

のもとにやがてIF．ー政党国家となるが，ここに至るまで

の過程が概説されている。

第 2章以下第 8章までは，第 1章でふれられた時期の

うち，エンクルマの政治過程を中心にかれの率いるCPP

が反対派の執ような妨害に会いながらも，広い国民の支

持を得て， 1951（第 3章）， 1954（第 5章）， 1956年（第

7京）の 3度の総選挙に大勝。 1957年独立宜言， 60年に

英連邦内の共和国に予った（第 8章）経緯を各種の統，，I・
数字をポしつつ詳細にたどってし、る。

な4この付録Aには， ガーナの新聞につし、て， Bには，

1958年エンクルマ政府打倒をねらったクーデター，―，I•両の

発党にJ占づく審即報告の抜すいが， Cにはガーナ共和田

；，駁‘i広が掲載ざれてし、る （今井）

I □言闊）， Statisticalyrarhook 7963, Paris, I 
1 ネスコては，各国の文化・教育関係の統叶資料の収

化と編さんに努力し， Rasicfarts and.fi1surrs (annual) 

iVorld s111で('•V (if'rdmatioIl, World (．om m 11)Ihation,’ 

press,.film, radioなどによって統，ii資料を発表して，各

国の比較に便益をあたえていたが， 1963年度より全部を

この統，9•1•年鑑に収録して継続刊行を予定している。

人11((i表），教育(15表），図書館・博物館(4表），非

定期刊行物(5表），新聞および定期刊行物(2表），紙泊

費(2表），映両(2表），放送(2表），テレビジョン (2

表）にわけられ，総，，l41表が収められている。各国の文

盲人11数，文盲率，初級‘ヽ｛校就学率，教師数，上級各校

専門別学生数外国人学生数，専門分野別卒業生数教

存費とその国民所得に対する比率，図書館数・蔵書数，

図お出版点数，翻訳出版点数映画作製点数観客数

ラジオ，テレヒ受イ，；機数等々の統汁表が収められ，各国

の文化的・教育的発制の比較指標として1i用である。

（中村）

~
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